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■科 目 歯科予防処置Ⅴ ■講師名  池澤 陽子 

Ⅰ部 3 学年 通年 15 コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 30 時間 講義 2 単位 

■学修概要 

歯科疾患の予防や口腔管理に対する知識や技術、医療従事者としての安全管理や心構え等を修得する。 

■授業目的、到達目標 

論理的思考による問題解決アプローチの手段を理解する。 

■授業方法 

講義・実習 

■教科書（書籍名・出版社） 

歯科衛生学シリーズ／歯科予防処置論・歯科保健指導論 第 2 版  医歯薬出版 

■成績評価・講義上の注意 

総合評価（実技・期末試験・課題提出・出席状況・授業態度を考慮する） 

実習においては行動目標の到達状況により補習を行う。  

■実務経験 

歯科臨床での実務経験と歯科衛生士学校において専任教員として歯科予防処置を主体に担当してきた．

また，歯科衛生教育学会に所属し認定を取得している． 

■授業計画（講義の流れ） 

1 【講義】エックス線写真の読影とメインテナンス 

2 【講義】歯周病と全身疾患の関り 

3 【講義】歯科衛生過程実習①（問診票作成） 

4 【相互実習】歯科衛生過程実習②（情報収集） 

5 【相互実習】歯科衛生過程実習②（情報収集） 

6 【講義】歯科衛生過程実習③（歯科衛生診断・計画立案） 

7 【相互実習】歯科衛生過程実習④（介入１回目） 

8 【相互実習】歯科衛生過程実習④（介入１回目） 

9 【相互実習】歯科衛生過程実習⑤（介入２回目） 

10 【相互実習】歯科衛生過程実習⑤（介入２回目） 

11 【講義】歯科衛生過程実習⑥（評価） 

12 【相互実習】歯科衛生過程実習⑦（介入３回目） 

13 【相互実習】歯科衛生過程実習⑦（介入３回目） 

14 【講義】歯科衛生過程実習⑧（再評価）・まとめ 

15 定期試験、解答解説 
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■科 目 歯科保健指導Ⅳ ■講師名  藤田幸子・猪島恵美子・山田陽子 

Ⅰ部３学年 通年 １５コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 30 時間 演習 1 単位 

■学修概要 

 臨床歯科衛生学分野に相当する歯科保健指導では、歯科衛生士として、保健・医療・福祉・介護の分野

を専門的、かつ幅広い知識・技能の学修を通じて、探究心や医療職種としての専門的課題の解決能力を

身につける。 

■授業目的、到達目標 

・歯科衛生過程の全体像が説明できる 

・情報収集の目的や得られる情報を説明できる 

・アドバンスケアプランニングを説明できる 

・ヘルスリテラシーを説明できる 

・歯科衛生実践のための研究の重要性を説明できる 

 
■授業方法 

 講義、演習 

■教科書（書籍名・出版社） 

 歯科衛生学シリーズ／歯科予防処置論・歯科保健指導論 第２版 医歯薬出版 

 ■成績評価・講義上の注意 

 総合評価（出席、授業態度、提出物、定期試験 等） 

■実務経験 

 藤田・猪島：歯科医院での臨床を経て、専任教員。 

 山田：歯科医院に勤務 

■授業計画（講義の流れ） 

１ アドバンスケアプランニング 

２ 死生観 

３ 訪問歯科診療（高齢者施設）での歯科衛生士の役割 

４ 訪問歯科診療（高齢者施設）での歯科衛生士の活動 

５ 災害時の歯科保健 

６ ヘルスリテラシーとは 

７ ヘルスリテラシーの向上 

８ 歯科衛生過程（臨床実習後）情報収集 

９ 歯科衛生過程（臨床実習後）アセスメント 

10 歯科衛生過程（臨床実習後）計画立案 

11 歯科衛生過程（臨床実習後）発表 

12 歯科衛生過程（臨床実習後）意見交換 

13 歯科衛生実践のための研究 

14 研究に関する倫理的配慮 

15 試験 
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■科 目 歯科保健指導Ⅴ ■講師名  藤田 幸子 

Ⅰ部３学年 前期 １５コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 30 時間 実習 1 単位 

■学修概要 

 小学校の児童（集団）に対する健康教育（衛生講話、歯垢染色、ブラッシング指導）を行う。 

■授業目的、到達目標 

歯科保健指導及び歯科衛生教育の基礎的技法を修得し、臨床および公衆衛生または年齢対象別に 

さまざまな状況に十分対応し得る能力を培い、実践できるようにする。 

■授業方法 

 講義、グループワーク、グループディスカッション、発表 

■教科書（書籍名・出版社） 

 歯科衛生学シリーズ／歯科予防処置論・歯科保健指導論 第 2 版 医歯薬出版 

■成績評価・講義上の注意 

グループワーク、グループディスカッション：グループとしての行動の内容、協力度、達成度 

 発表：準医療従事者としての身だしなみや態度、発表の技術、発声 

 レポート等の提出物：提出期限、与えられた課題に対する内容、自学自習のクオリティ 

 以上を総合して評価する。 

■実務経験 

歯科衛生士として歯科医院、介護支援専門員（ケアマネージャー）として高齢者施設での実務経験を持

つ。その実績に基づいた幅広い視点からⅠ部、Ⅱ部で歯科保健指導を担当する。 

■授業計画（講義の流れ） 

1 実習概要説明 

2 指導計画書立案① 

3 指導計画書立案② 

4 原稿・媒体作成① 

5 原稿・媒体作成② 

6 原稿・媒体作成③ 

7 原稿・媒体作成④ 

8 原稿・媒体作成（リハーサル）① 

9 原稿・媒体作成（リハーサル）② 

10 原稿・媒体作成（リハーサル）③ 

11 リハーサル（器材準備・最終確認）① 

12 リハーサル（2 年生対象）② 

13 リハーサル（１校目終了後の修正）③ 

14 リハーサル（器材準備・最終確認）④ 

15 まとめ・評価 
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■科 目 歯科診療補助Ⅴ ■講師名 
1～12 猪島・藤田・橋本 

13～14 丹野咲貴 

Ⅰ部３学年 通年 １５コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間３０時間 講義 1 単位 

■学修概要 

口腔機能管理の知識の応用とその実践、より高度な歯科診療補助を実践するための知識と技能、態度を

修得する 

■授業目的、到達目標 

・口腔機能低下症の検査方法を実践できる 

・口腔機能管理を概説できる 

・口腔機能訓練を模倣できる 

・プロビジョナルレストレーションを作製できる 

・局所麻酔、静脈路確保を模倣できる 

・インプラント患者の管理が模倣できる 

■授業方法 

 講義、演習 

■教科書（書籍名・出版社） 

 歯科衛生学シリーズ／歯科診療補助論   医歯薬出版    

 歯科衛生学シリーズ／臨床科目 医歯薬出版 他 

■成績評価・講義上の注意 

 定期試験、授業態度、出席状況により総合的に評価する。 

■実務経験 

 猪島・藤田・橋本：歯科医院での臨床を経て本校専任。 

丹野：総合病院の口腔外科、歯科大学病院の口腔外科で 12年間臨床経験。現在は歯科診療所に勤務。 

■授業計画（講義の流れ） 

1 プロビジョナルレストレーション１ 

2 プロビジョナルレストレーション２ 

3 医療安全 実例 

4 口腔機能管理１ 口腔機能低下症 

5 口腔機能管理２ 精密検査 

6 口腔機能管理３ 口腔機能訓練項目 

7 口腔機能管理４ 口腔機能訓練（直接訓練） 

8 口腔機能管理５ 口腔機能訓練（間接訓練） 

9 口腔機能管理６ 口腔機能評価 

10 口腔機能管理７ 口腔機能管理計画立案 

11 インプラント管理１ 

12 インプラント管理２ 

13 局所麻酔・静脈路確保１ 

14 局所麻酔・静脈路確保２ 

15 定期試験、解答解説 
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■科 目 臨床・臨地実習Ⅱ ■指導教員 各歯科医院の歯科医師、歯科衛生士 

■時 期  Ⅰ部３学年 前 期  月・火・水・金            ■時間数  総時間 450 時間   臨実 10 単位 

■一般目標（GIO） 

本実習によって、歯科衛生活動への理解をさらに深めるとともに、歯科衛生士として必要な知識・技術・態

度を体得する。 

■臨床実習施設   歯科診療所 

■参考図書等   臨床実習要領 

■成 績 評 価   臨床実習評価表、臨床実習ノート、出席状況により総合的に評価する。 

■学習計画 一般目標(GIO) 行動目標(SBOS) 

1 クール 

4 月～6 月 

 

 

 

 

 

 

2 クール 

6 月～8 月 

臨床実習では、科学的根拠のもとに物

事を的確に判断し行動できる能力を

体得し、患者の口腔の健康を通して、

全人的に関わりのできる医療従事者

としての責任を担うものであること

を自覚する。 

①各診療の流れや手順を理解する 

②各診療に必要な器具・器材を準備する 

③各診療に用いられる薬剤・材料を準備する 

④各診療に用いられる薬剤を説明する 

⑤各診療の補助を実践する 

⑥清潔・不潔を区別する 

⑦スタンダードプリコーションを模倣する 

⑧抜歯後の注意を述べる 

⑨抜歯後の注意を患者に説明する 

⑩口腔内診査の記録を補助する 

⑪患者の口腔内状況を把握する 

⑫スケーリングを模倣する 

⑬歯面清掃を模倣する 

⑭フッ化物歯面塗布を模倣する 

⑮対象に応じた口腔清掃指導を模倣する 

⑯患者のメインテナンス法を理解する 

⑰患者と適切にコミュニケートする 

⑱患者への配慮をする 
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■科 目 総合演習 ■講師名 各科目担当講師  

Ⅰ部３学年 後期 90 コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 180 時間 演習 

■学修概要 

1～3 学年で学習した各科目の知識と技術を統合し、3 年間の総まとめを行う。 

■授業目的・到達目標 

 歯科衛生士になる為に、知識の整理・統合の方法の理解を目的とし、再度知識を確認することで 

不足部分を補うことを目標とする。 

■授業方法 

 講義 

■教科書（書籍名・出版社） 

  基本的に 1 年生～3 年生で使用した教科書等を参考図書とする。(各科目担当講師の指示に従う) 

  歯科衛生士書き込み式学習ノート①～④  医師薬出版 

■成績評価・講義上の注意 

  

■実務経験 

  

■授業計画（講義の流れ） 

10 月 1 日～ 

12 月 24 日 
別途記載 

 


